
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３１４ 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新編 生物基礎 （数研出版） 

副教材等 新課程版 標準セミナーノート生物基礎 （第一学習社出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業のなかで、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動を行います。 

・インターネットで様々な資料・文献を閲覧し自分の考えをまとめる活動を行います。 

・実験室で実験・観察実習を行うことがあります。 

・問題集の問題を解くことによって知識の定着の確認を行います。定期的な提出があります。 

 

 

２ 学習の到達目標 

科学的な見方・考え方を働かせ、活動を通して，科学的に考える資質・能力を次のとおり育成すること

をめざす。 

①日常生活や社会との関連を図りながら生物現象への関心を高める。 

②目的意識をもって観察、実験などを行い、生物学的に探究する能力と態度を育てる 

③生物の基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な見方や考え方を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

知識の習得や知識の概念的

な理解、実験操作の基本的

な技術の習得ができている

か。 

修得した「知識・技能」を活

用して課題を解決できる思考

力・判断力・表現力などを身

につけているか。 

知識・技能の習得や思考力・

判断力・表現力などを身につ

ける過程において、粘り強く

学習に取り組んでいるか、自

ら学習を調整しようとしてい

るか。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一
学
期 

第
１
章
生
物
の
特
徴 第１節 

生物の多様性と共通性 

a:生物が共通性を持つことを理解し、

その共通性は共通の祖先に由来する

ことを理解する。 

観察実験を行い,さまざまな生物が細

胞からできているという共通性が見

られることを確かめ、原核細胞と真核

細胞の違いを知る。 

b: さまざまな哺乳類の比較に基づい

て,生物が生息環境に適した形態や機

能をもっていること、哺乳類に見られ

る共通性について説明できる。 

生物と生物でないものを見分け,その

判断理由について｢生物の共通性｣を

もとに説明できる。 

c: 生物の多様性と共通性に関心をも

ち，主体的に学習に取り組める。 

定期考査 

実験レポ

ート 

定期考査 

実験レポ

ート 

パ フ ォー

マン ス課

題 

学 習 に 向

かう姿勢 

提出物 

第２節 

エネルギーと代謝 

a: 生命活動にはエネルギーが必要で

あり，そのエネルギーは ATP から供給

されていることと供給するしくみに

ついて理解する。 

データ処理を行い，自分自身が 1日で

消費するエネルギーの量を知る。 

b: ヒトがエネルギーを取り入れる方

法について説明できる。 

c: エネルギーと代謝に関心をもち，

主体的に学習に取り組める。 

定期考査 

実験レ ポ

ート 

定期考査 

実験レポ

ート 

 

学習 に 向

かう姿勢 

提出物 

第３節 

呼吸と光合成 

a: 呼吸･光合成の過程で ATP が合成

されること、酵素の触媒作用と基質特

異性、生体内の化学反応が,酵素のは

たらきによって進行していることを

理解する。 

カタラーゼを用いた実験を行い,酵素

の性質を確かめる。 

b: ,植物が有機物を得る方法につい

て説明できる。 

c: 呼吸と光合成に関心をもち,主体

的に学習に取り組める。 

定期考査 

実験レ ポ

ート 

定期考査 

実験レポ

ート 

 

学習 に 向

かう姿勢 

提出物 

二
学
期 

第
２
章 

遺
伝
子
と
そ
の
は
た
ら
き 

第１節 

遺伝情報と DNA 

a: ＤＮＡの構造および塩基の相補

性、塩基配列が遺伝情報となっている

ことを理解する。 

生物の細胞内に含まれる DNA を抽出

する実験が行える。 

b: DNA の構造の模式図をもとに,DNA

が 4 種類の塩基からなること,塩基の

結合はＡとＴ,ＧとＣの間で起こると

いう規則性に気づき,DNA の塩基配列

にはさまざまなパターンが生じるこ

とを説明できる。 

c: 遺伝情報と DNA に関心をもち，主

体的に学習に取り組める。 

定期考査 

 

 

定期考査 

 

学習 に 向

かう姿勢 

提出物 
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第２節 

遺伝情報の複製と分配 

a: DNA が半保存的複製という方法に

よって正確に複製されること、体細胞

分裂の過程で DNA が複製され,分配さ

れることを理解する。 

体細胞分裂の観察実験を行い, DNA の

複製や分配が行われる体細胞分裂の

過程を観察する。 

b: 複製前後の DNA の模式図を比較

し, DNA の正確な複製には塩基の相補

性が利用されていることに気づき,説

明できる。 

c: 遺伝情報の複製と分配に関心をも

ち,主体的に学習に取り組める。 

定期考査 

 

 

定期考査 

 

学習 に 向

かう姿勢 

提出物 

第３節 

遺伝情報の発現 

a: DNA の遺伝情報をもとにタンパク

質が合成される,転写･翻訳の過程を

理解する。 

分化した細胞では,細胞ごとに異なる

遺伝子が発現していることを理解す

る。 

b: アミノ酸配列と,それを指定する

DNA の塩基配列を示した資料をもと

に,塩基 3個がアミノ酸 1個に対応し

ていること,塩基 3個の配列が同じで

あれば同じアミノ酸が指定されるこ

とに気づき,説明できる。 

同じ遺伝情報をもつ受精卵から,異な

る形やはたらきをもつ細胞が分化す

ることに気づき,説明できる。 

ゲノムの塩基配列の違いについて,本

やインターネットなどを活用し,調べ

ることができる 

c: 遺伝情報の発現に関心をもち，主

体的に学習に取り組める。 

定期考査 

実験レ ポ

ート 

定期考査 

実験レポ

ート 

パ フ ォー

マン ス課

題 

学習 に 向

かう姿勢 

提出物 

第
３
章 

ヒ
ト
の
体
内
環
境
の
維
持 

第１節 

体内での情報伝達と調節 

a: 体内での情報伝達が,からだの状

態の調節に関係していること、自律神

経系と内分泌系が,からだを調節する

しくみを理解する。 

b: 運動によって心拍数が増加するし

くみを考察し,説明できる。 

c: 体内での情報伝達と調節に関心を

もち，主体的に学習に取り組める。 

定期考査 

 

 

定期考査 

 

学習 に 向

かう姿勢 

提出物 

第２節 

体内環境の維持のしくみ 

a: 自律神経系と内分泌系のはたらき

によって血糖濃度が調節されるしく

みを理解する。 

糖尿病の原因を理解する。 

さまざまな血糖濃度･インスリン濃度

のグラフを比較することによって,血

糖濃度とインスリン分泌の関係、糖尿

病患者の血糖濃度が低下しない理由

を考察し,説明できる。 

b: 糖尿病の原因を正しく理解したう

えで,原因に応じた治療方法を考え，

まとめることができる。 

c: 体内環境の維持のしくみに関心を

もち,主体的に学習に取り組める。 

定期考査 

実験レ ポ

ート 

定期考査 

実験レポ

ート 

パ フ ォー

マン ス課

題 

学習 に 向

かう姿勢 

提出物 
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第３節 

免疫のはたらき 

a: 自然免疫･適応免疫のしくみと,そ

れにはたらく細胞の役割を理解し、免

疫記憶のしくみを理解する。 

免疫に関係して起こる病気や,免疫の

しくみを利用した医療について理解

する。 

b: 細菌に感染した部位の顕微鏡写真

をもとに,免疫のはたらきを考察でき

る。 

同じ抗原が 2 回体内に侵入したとき

の抗体産生量のグラフから,抗体産生

の速さや抗体量の違いを読み取り,説

明できる。 

c: 免疫のはたらきに関心をもち，主

体的に学習に取り組める。 

定期考査 

 

 

定期考査 

パ フ ォー

マン ス課

題 

学習 に 向

かう姿勢 

提出物 

三
学
期 

第
４
章 

生
物
の
多
様
性
と
生
態
系 

第１節 

植生と遷移 

a: いろいろな植生とその特徴を、植

生の遷移の過程と,遷移が進行する要

因について理解する。 

b: 遷移の過程を示した資料をもと

に,遷移の過程で裸地から低木林に移

り変わる要因,植生の樹種が交代する

要因について考察し,説明できる。 

c: 植生と遷移に関心をもち，主体的

に学習に取り組める。 

定期考査 

 

 

定期考査 

 

学習 に 向

かう姿勢 

提出物 

第２節 

植生の分布とバイオーム 

a: 世界および日本に見られるさまざ

まなバイオームが,気温と降水量の違

いに起因して成立していることを理

解する。 

b: 気温･降水量と陸上のおもなバイ

オームの関係を示した資料をもとに，

森林･草原･荒原のいずれになるかを

決める要因に気づき,説明できる。 

c: 植生の分布とバイオームに関心を

もち，主体的に学習に取り組める。 

定期考査 

 

 

定期考査 

 

学習 に 向

かう姿勢 

提出物 

第３節 

生態系と生物の多様性 

a: 生態系がどのように構成されてい

るのか、種多様性が維持されるしくみ

を理解する。 

b: 生態系における個体数の変化を調

べた実験結果に基づき,ある生物が種

多様性に対して果たす役割を考察し,

説明できる。 

c: 生態系と生物の多様性に関心をも

ち，主体的に学習に取り組める。 

定期考査 

実験レ ポ

ート 

定期考査 

実験レポ

ート 

パ フ ォー

マン ス課

題 

学習 に 向

かう姿勢 

提出物 

第４節 

生態系のバランスと保全 

a: 生態系のバランスが保たれている

とはどのような状態か、生態系の保全

のために，どのような活動が行われて

いるかを理解する。 

b: 河川や湖沼の水質調査のデータよ

り水質と生息する生物の関係、自然浄

化のしくみについて考察し説明でき

る。 

生態系への影響が予想される事柄に

ついて,さまざまな観点･立場で考え,

話し合い,解決策を模索することがで

きる。 

c: 生態系のバランスと保全に関心を

もち，主体的に学習に取り組める。 

定期考査 

 

定期考査 

パ フ ォー

マン ス課

題 

学習 に 向

かう姿勢 

提出物 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


